






研究目的

　妊娠中の性器ヘルペス症は,2 つの点で問題がある。一つは,HSV が,経胎盤感

染によって,胎児に対して,催畸型性を発揮する可能性であり,一つは,分娩時に

産道内にて HSV に感染した新生児が,大変,致命率の高い新生児全身性ヘルペス

症を発症することである。


